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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、カルモジュリンやトロポニンCを含むカルシウム結合タンパク質スーパーファミリーのメンバーです。当初は27 kDaのタンパク質として記載されていましたが、現在では28 kDaのタンパク質であることが知られています。4つの活性カルシウム結合ドメインと、カルシウム結合能を失ったと考えられる2つの修飾ドメインを有しています。このタンパク質は、グルタミン酸受容体への刺激によるカルシウムの流入を緩衝すると考えられています。ハンチントン病患者において、このタンパク質の枯渇が報告されています。[RefSeq提供、2015年1月],domain: このタンパク質は4つの機能的なカルシウム結合部位を有し、そのうちIIおよびVIはカルシウムとの親和性を失っています。,function: 細胞質カルシウムを緩衝します。膜Ca(2+)-ATPaseおよび3',5'-環状ヌクレオチドホスホジエステラーゼを刺激する可能性がある。,オンライン情報:カルビンジンエントリ,類似性:カルビンジンファミリーに属する。,類似性:5つのEFハンドドメインを含む。,サブユニット:RANBP9と相互作用する。,
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	カルビンジンD28Kポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット解析。抗体は1:1000に希釈した。二次抗体は1:20000に希釈した。
	

	パラフィン包埋ラット脳の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ラット脳の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

